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研究概要 

本研究プロジェクトは、日本、インドネシア、ネパール、フィリピン、タイおよびベトナムの６ヶ国を対象に、下水疫学

調査等の革新的な技術を用いて、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の病因である新型コロナウイルス

（SARS-CoV-2）とその変異株を監視し、その成果を意思決定者と共有するシステムを開発・実装することを目

的とする。本プロジェクトは、技術やガバナンスを含む包括的な枠組みを構築することで、アジアの様々なコミュニティ

のレジリエンス向上に貢献するとともに、グローバルな目標の達成にも寄与する。 

本プロジェクトの目標を達成するため、以下の 3 つの研究テーマに取り組む。 

1. サンプリングおよび分析 

日本グループは、パンデミック発生当初から SARS-CoV-2 の分析方法を検討し、定量 PCR を用いた検出法

の確立に成功している。この検出法とそのノウハウを他のグループに共有し、各グループがそれぞれの国で SARS-

CoV-2 を測定できるようにする。調査地点は、各国の文化、環境、社会・政治的な背景を考慮して決定する。 

2. モニタリング技術の開発および評価 

COVID-19 の糞口感染によって伝播する可能性は極めて限られるものの、将来、糞口感染リスクの高い「疾病

X」を引き起こす病原体が発生した場合に備えるためにも、サンプリングや分析時に下水との物理的接触を可能な

限り少なくすることが望まれる。そこで、サンプリング時の物理的リスクを低減しつつ、遠隔かつリアルタイムで下水中

の病原体をモニタリングすることを目的に、バイオセンサーの開発と試験に取り組む。 

3. 将来のパンデミックへの適用 

SARS-CoV-2 とその変異株、その他の関連する病原体を対象に、各コミュニティでの感染症の流行状況を考

慮しながら分析を実施する。下水疫学調査を実施した際に得られた教訓や直面した課題は、本プロジェクトの参

加国間で共有されるのみならず、集合的な知識を集約した後、対象国以外の国際社会への共有も検討する。本

プロジェクトは、将来のパンデミックのリスクの軽減を目指し、地域的および国際的な議論や政策立案に貢献するも

のである。 
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